
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（笹賀地域） 

平成２７年度地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 笹賀おしどり桜の育成と保守管理事業 

事業主体 

（連絡先） 

笹賀おしどり桜守る会 

事業区分 ③教育・文化財振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,10８，４６５円（うち支援金：826,000円） 

（活動写真） 

① 多くの人にこの桜を知らせる 

② 既存するこの桜の保守管理 

③ この桜の増殖し、一か所に集中

させ笹賀の名所づくりをめざ

す 

 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

広報活動や保守管理事業について

初年度としては合格。小学校での

挿し木の実習で子ども達に迷惑を

かけてしまったことが減点。 

【       

】 

 
 【目標・ねらい】 

 

１笹賀鴛鴦桜の広報活動 

 ５００冊完売したことでこの数倍の人に認知された。 

 新聞等のメディアを使ったことで地区外の人に、また 

 笹賀地区文化祭で本の販売及び活動内容展示で地区

内の人に効果があった。 

２既存するこの桜保守管理 

 地区に既存する成木１０本について樹木医の診断を

受け、会員による剪定を実施した。 

３この桜の増殖 

 小学校での挿し木、守る会会員の挿し木、接ぎ木した

物約７０本を里親で育成中 

１ 笹賀鴛鴦桜の広報活動 

  地区名が学名に付された笹賀鴛鴦桜を子供から大

人まで多くの人たちに知って貰うために絵本を販

売する。また、新聞等のメディアを通してこの桜の

存在を認知して貰う。 

２ 笹賀地区内の既存する笹賀鴛鴦桜の保守管理 

  既存する笹賀鴛鴦桜２２本を維持管理する。 

３ 笹賀鴛鴦桜の増殖活動 

  地元の小学校の総合時間に挿し木の実習指導を行

うことによって、この桜を増殖させ、将来どこか一

か所に集中して植え、笹賀の宝、笹賀の名所をつく

る。 

増殖の手段としての小学校での挿し木実習をこれからは挿し木を商売としている樹木医の指導

の下で行っていく。地区名が学名に付されたこの桜は笹賀の宝として位置付け、地域づくりセン 

ターと笹賀町会連合会に協働参画できるように持っていく。特に一か所に集中して植樹させる場

所の確保が必要である。候補として県の所有地であるスカイパークの西のグランドゴルフ場を考

えているが是非確保するために行政の力が必要と考える。 


